
（研修会のご案内） 

 

中小水力発電技術に関する実務研修会  

                                           （平成27年度第2回目） 

 

 

 当財団では、中小水力発電開発促進事業の一環として、水力発電

実務担当者（技術者）を対象とした研修会を企画実施しております。  

  この度、本年度第2回目（通算第105回目）の研修会を下記要領に

て開催いたしますので、ご案内申し上げます。 

関係各位多数ご参加下さいますようよろしくお願い申し上げます。 

 

 

１．日 時  平成27年10月15日（木）10:25～16:25 

16日（金） 9:15～14:50 

 

２．場 所  三会堂ビル（9階 石垣記念ホール） 

       〒107-0052  東京都港区赤坂一丁目９番13号 

       電話 03－3582－7451  

                                                       （案内図参照） 

 
 

  お申し込み、お問合せ先 

  〒170-0013 東京都豊島区東池袋三丁目13番2号  

           一般財団法人 新エネルギー財団 水力地熱本部 

                  電話   03－6810－0364 

                  FAX    03－3982－5101 

        E-mail   hydroes@nef.or.jp 

                           担 当：鈴木妙子、鈴木泰世 



３．研修概要 
 

・主テーマ：水力発電の技術動向 

・開催日：平成 27年 10月 15日(木)～平成 27年 10月 16日(金)   

・ﾃｰﾏ、内容等が変更される場合がありますので、あらかじめご了承下さい。 

日 時 間 テ   ー   マ  主  な  内  容 

15 

 

 日 

 

10:25～ 開 会   （一財）新ｴﾈﾙｷﾞｰ財団 － 

 
10:35 
～ 

11:55 

低落差、小流量に適したらせん水車の 

開発と適用について 

～小鷹水力発電所新設工事～ 

 

株式会社 工営エナジー 

専務取締役    福  田  真  三  

 低落差、小流量に適したらせん水車を導入した小鷹水

力発電所が本年（平成 27年）6月 9日に運転を開始した。

最大出力は僅か 30kW であるが、我が国ではらせん水車

として最大の規模である。今回の導入は、全国に多数点

在する低落差・小水量での水力開発の先駆けとなるもの

とし、研究開発として取り組んだものである。 

らせん水車導入の経緯、適用状況並びに新規に取得し

た水利権について、取得の手順・ポイントを紹介する。 

13:20 
～ 

14:45 
 

既設渓流取水設備の未利用エネルギーを

活用した小水力発電所の建設について 

   ～ユコマンベツ発電所～  

 

北海道電力株式会社   

土木部 土木センター 

 副長       山 上 光 憲 

静内水力センター 発電課  

総括主任     藤 谷 博 史 

北海道電力（株）ユコマンベツ発電所は、既設江卸発

電所の渓流取水設備であるユコマンベツ支水路の一部

を改良して新設したもので、取水量 1.3ｍ³/s、有効落差

66.1ｍ、最大出力 710kWの小規模な発電所である。本発

電所開発の特徴は、既設設備を最大限有効活用して新設

した点にあり、水槽・水圧管路・発電所を新設し、他は

既設設備を再利用している。 

新設工事の概要並びに今回開発した発電所監視・制

御・保護システムと 6.6kVキュービクルを一体化した小

水力発電用制御一体キュービクルについて紹介する。     

 
15:00 
～ 

16:25 
 
 

中小水力発電所に適した水車・発電機の

技術動向と適用事例について 

 

株式会社ＪＳＥ 代表取締役 

三峰川電力株式会社 特別顧問 

          稲 垣 守 人 

 

近年、河川維持放流や農工業用水・上下水道等を利活

用したマイクロ発電の開発が進む一方で、経年中小水力

発電のリニューアル化も増加傾向にあり、数十ｋＷ～数

万ｋＷ規模の水力発電機器の設計・製作が、各製造メー

カで精力的に進められている。 

本研修会では、新規参入メーカから世界的にも有名な

製造メーカまでを含めた各社の特徴（製造可能範囲、得

意な水車型式等）及び技術動向を紹介する。また、合わ

せて産学連携による水車の技術開発事例についても紹

介する。 

16 

 

 

 

日 

 
 

9:15 
～ 

10:40 
 
 

近年の異常気象と災害について 

～局地的豪雨の発生メカニズムと 

最新の予測技術～ 

 

一般財団法人 日本気象協会  

事業本部 環境・エネルギー事業部 

 専任主任技師  小 笠 原 範 光 

近年、増加している局地的大雨等の異常気象、そのメ

カニズムは？地球温暖化との関係は？最新の知見を踏

まえた監視・観測技術を紹介する。さらに、局地的大雨

の予測技術の現状及び、新たに利用可能となった気象予

測や流出予測について特徴や活用方法を紹介する。               

１．近年の気象・災害状況について                     

２．局地的降雨の発生メカニズムと監視技術                     

３．最新の気象予測・出水予測技術等   

10:55 
～ 

12:20 

耳川水系総合土砂管理計画におけるダム

改造計画について 

 

九州電力株式会社   

耳川水力整備事務所 ダム計画・工事Ｇ 

  副長      向 原 秀 樹   

         

耳川流域では、平成 17年、台風 14号により大規模災

害が発生した。この時に多数の斜面崩壊による河川等へ

の土砂流入が被害を拡大させた一因となったことから、

河川管理者である宮崎県を中心とする流域関係者一体

で「耳川水系総合土砂管理計画」を策定し、連係した取

り組みを実施している。 

今回は、「総合土砂管理計画」の概要と、この中で九

州電力㈱が取り組んでいるダム通砂のためのダム改造

計画について紹介する。 

 
 

13:20 
～ 

14:45 
 
 

最近の水力土木設備保守技術について 

～新たな止水工法、防食技術 他～ 

 

東京電設サービス株式会社  

ＥＳ本部 

管路保全工事ｾﾝﾀｰ課長 佐 藤   亘  

土木技術工事ｾﾝﾀｰ課長  中 村 雄 司 

 

 近年開発したコンクリート構造物の打継ぎ目におけ

る変位に追随して再漏水を防止する新しい漏水補修技

術(ＳＴＴＧ工法)、並びに金属の腐食を防止するため熱

可塑性高分子ポリマーを用いた弾性防食技術(エンバイ

ロピール)を紹介し、水力設備への適用についても提案

する。 

 さらに、近年における水力発電所水圧鉄管の調査・診

断・維持管理の動向及び手法について紹介する。                      

～14:50 閉 会   （一財）新ｴﾈﾙｷﾞｰ財団 － 



４．定  員  140名程度（申込先着順） 

５．参 加 費（ご1名につき）   賛助会員 28,000円、 一 般 32,000円 

６．申込方法等 

(1) 本ページをコピーし下記申込書に必要事項をご記入の上、最初のページの申込先

（(一財)新エネルギー財団 水力地熱本部）にファックスするか、申込用紙をダ

ウンロードしご記入の上、メールをお送り下さい。なお、ファックス申込の場合

は必ず申込先担当者に電話での確認連絡を、メール申込の場合は受付返信メール

の確認をお願いします。受付返信メールが届かない場合はご連絡下さい。 

(2) お申込者数が定員に達しますと、受付を締め切らせて頂きます。あらかじめご了

承ください。なお、その際は、当財団からご連絡いたします。 

(3) お申込受付後、請求書を郵送させて頂きます。参加費は、請求書記載の金融機 

関へお振り込み下さい。 

(4) お申込受付後にキャンセルまたは受講者変更となる場合は至急ご連絡下さい。 

   キャンセルのご連絡を頂いた方には、テキスト代、テキスト送料、振込み手数料

   等を頂く場合がございます。 

研修会当日にご連絡なく欠席された方には、受講料全額を頂く場合がございます。 

(5) 一つのお申込の中で、初日と2日目で受講者が変わる場合は、受付に申し出下さい。

テキストをお預かりすることもできます。なお、この場合の申込書受講者名は初日

に来られる方のお名前をご記入下さい。 

７．申込期限  平成27年10月1日（木） 

・「職種」欄には、土木・電気・機械等の職種をご記入下さい。  

・「請求書の宛名及び送付先」欄は、請求書に記載する宛名と請求書の送り先をご記入下さい。 

 

平成27年度 第2回中小水力発電技術に関する実務研修会 申込書 

会員区分 
ご住所 〒   － 

□ 賛助会員 

□ 一  般 

団体名・企業名・ご所属部署名 

 

                                               TEL    （   ） 

ご参加者氏名 ご所属部課名 職 種 合 計 

1    
         名  

         円  

2    

3    

（請求書の宛名及び送付先） 

・宛 名： 

 

・送付先： 

 

受付番号 

（財団利用欄） 
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